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３
月
定
例
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

令
和
２
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し

た
。本
年
度
は
平
成
29
年
災
害
か

ら
４
年
目
と
な
り
、災
害
復
旧
工
事

も
終
盤
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
　

現

在
村
で
は
復
旧
工
事
と
合
わ
せ
て
、

復
興
事
業
も
同
時
に
手
が
け
て
い

ま
す
。今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
、ほ

う
し
ゅ
楽
舎
再
建
事
業
は
、２
カ

年
で
約
４
億
４
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。議

会
と
し
て
は
、予
算
執
行
に
あ
た

り
議
会
と
協
議
を
し
て
進
め
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

議
員　

財
政
が
厳
し
い
中
、こ
れ
ほ

ど
の
金
額
で
建
設
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。ま
た
、建
設
後
の
管
理
は
。

担
当
課　

災
害
の
復
興
と
し
て
建
設

す
る
。
目
的
は
、観
光
客
の
誘
致
、

宿
泊
や
食
事
等
の
施
設
、災
害
発
生

時
の
避
難
滞
在
や
復
旧
活
動
の
拠
点
、

住
民
が
法
事
・
行
事
等
で
活
用
で
き

る
施
設
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。今
後

指
定
管
理
制
度
に
て
維
持
管
理
し
て

い
く
。

議
員　
５
０
０
万
円
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
委
託
を
せ
ず
に
、自
分
た
ち
で
考

え
る
シ
ス
テ
ム
が
出
来
な
い
の
か
。

担
当
課　
再
建
検
討
委
員
会
は
年
３

回
を
予
定
し
て
い
る
。運
営
計
画
も

地
域
の
代
表
等
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
予
定
だ
が
、業
務
を
行
う
上
で
職

員
の
み
だ
と
人
的
パ
ワ
ー
が
足
り
な

い
。

議
員　
収
益
性
と
公
益
性
を
併
せ
持

っ
た
施
設
と
な
る
。ど
の
よ
う
な
運
営

形
態
で
収
益
を
上
げ
る
の
か
。

担
当
課　
以
前
は
年
間
約
３
０
０
０

名
の
受
け
入
れ
を
し
て
お
り
、４
０
０

０
〜
５
０
０
０
名
の
間
ま
で
集
客
を

増
や
せ
ば
採
算
が
取
れ
る
。
個
人
客

で
は
難
し
い
の
で
、学
校
単
位
や
企
業

研
修
、大
学
等
の
ゼ
ミ
等
を
念
頭
に

営
業
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。来
年

度
指
定
管
理
制
度
を
見
直
す
の
で
、

そ
の
中
で
考
え
た
い
。

議
員　

旧
小
石
原
小
学
校
や
、ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
等
、村
内
宿
泊
施
設
と
の
客

層
が
似
て
お
り
競
合
す
る
。施
設
間

の
調
整
は
。

担
当
課　
今
年
度
ま
で
計
画
は
企
画

政
策
課
が
、来
年
度
か
ら
運
営
は
農

林
観
光
課
が
担
当
す
る
。施
設
間
の

連
携
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
予
算
の
財
源
は
。

担
当
課　

設
計
、整
地
、建
築
に
つ
い

て
は
国
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

上
限
額
の
50
％
が
交
付
さ
れ
る
見
込

み
。残
り
は
過
疎
債
の
起
債
を
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

(千円以下を切り捨て)

自主財

源
 35
.1
%

　　　　　

   
 依
存
財
源
 6

4.9
%

村税
1億5390万円

繰越金繰入金など
13億2115万円

村債
6億4029万円

県支出金
3億3267万円

国庫支出金
2億3295万円

地方交付税
14億5088万円

災害復旧費
7億6796万円

総務費
11億7320万円

民生費
5億1354万円

繰越金繰入金など
13億2115万円

村債
6億4029万円

その他
6752万円

県支出金
3億3267万円

国庫支出金
2億3295万円

地方交付税
14億5088万円

収入
[歳入]

議会費
4697万円

予備費
500万円

諸支出金
3351万円公債費

2億6980万円

災害復旧費
7億6796万円
災害復旧費
7億6796万円

総務費
11億7320万円

民生費
5億1354万円

総務費
11億7320万円

民生費
5億1354万円

保健衛生費
2億192万円

商工費
1億3291万円

土木費
5億4017万円

消防費
9407万円

教育費
1億1969万円
教育費
1億1969万円

農林水産費
3億60万円

支出
[歳出]

一般会計予算
41億9939万円(20.4%減)

特別会計予算

国民健康保険
3億7088万円
（15.9％増）

後期高齢者医療
3,959万円
（3.9％減）

簡易水道 　9,209万円 （20.3％減）

災害関連
3,582万円38.9％

その他
5,627万円 61.1％

■ 災害関連予算支出割合

災害関連 10億1943万円

24.3％
その他

31億7995万円 75.7％

■ 災害関連予算支出割合

問
わ
れ
る
施
設
復
旧
の
あ
り
方
と
財
政
バ
ラ
ン
ス

令和２年度 令和３年度
建築工事 324,000
造成工事 13,000
設計監理委託費 45,279 9,500
用地買収費等 12,600

計 70,879 333,500

ほうしゅ楽舎事業費内訳表 （千円、令和３年度は見込）

質 

疑

令
和
２
年
度
当
初
予
算

ほ
う
し
ゅ
楽
舎
再
建
へ



髙倉議員

 岩屋キャンプ場やゲストハウス

等の宿泊施設があるのに、ほう

しゅ楽舎の建設に今年度予算で

7600万円、将来的には4億近い

事業となり村民は納得しない。

既存の施設をもっと活用、利用

することを考えるべきで、箱モ

ノ行政を認めるわけにはいかな

い。村のお金を自分の家のお金

と思っていただきたい。

高橋議員

　ここ数年観光施設等の建設が次々に

進み、一つ一つの建設費が高額である。

村では20年経過した施設が増加し、維

持管理費が必要であるが、今後どのよ

うに運営されるのか検討されないまま

である。村全体で観光や産業をどのよ

うに進めていくか、広い観点で見つめ

ないと財政が持たない。

泉議員

　長い間、慎重な予算審議をし

たことから賛成する。

大蔵議員

　行財政改革を進めながら不要

不急の歳出を控えてもらいたい。

討論

反 

対

反 

対

反 

対

賛 

成

令和２年度一般会計予算

今年の注目事業３月定例会トピックス
一般・特別会計予算審議 議会がチェック！

　 財政について
議　員　令和2年度予算を執行すると財政調整
基金の残額が約1億3000万円になるが、その後
の考えは。
担当課　財政調整基金がなくなると、目的基金を
廃止して振替を行う。
議　員　起債の動向はどう考えるか。
担当課　災害復旧事業は交付税措置があるが、
償還期限は10年と短く、短期に負担が大きく
なる。今年度元金で約2億5000万円の償還額
だが、再来年くらいから据え置き期間が終了し、
増額する見込み。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　 トーキコーディネーター事業
議　員　生産量の拡大が課題となってい
るが、生産が間に合わないとの話も聞く。
どのような会社と委託契約しているのか。
担当課　ブランド価値を上げ、事業展開
を行う。東京で行った催事では、それなり
の価格設定でバイヤーと交渉している。令
和元年度は、㈱オリエンタルコンサルタン
ツと契約し、次年度事業の委託先は白紙。
今のままでは商社設立まで本当に可能な
のかとの意見も出ており、新たに入札を行
う可能性がある。

　 弓道場再建について
議　員　村内の弓道人口、及び以前の弓
道場の使用頻度は。また、場所は。
担当課　弓道同好会の部員数は7名。練習
は基本的に週1回で毎年6月にほたるの里
弓道大会を開催していた。場所はいずみ館
裏の東峰自然公園を予定している。
議　員　財政的に厳しい中で、今復旧する
理由は。
担当課　災害で全壊し、共済金の手続き
上、概ね3年であることと、全国的に有名な
範士佐々木菊太郎氏が宝珠山出身であり、
県の弓道連盟等から話があったため。

　 子育て施策について
議　員　子育て世代包括支援センターの業務内
容は。
担当課　小石原庁舎に看護師1名を配置して、妊
娠、出産、子育ての相談や情報提供、学習の機会
を作る。
議　員　産後ケア事業は日田で受け入れできな
いのか。
担当課　日田医師会に打診はしたが、大分県で
はあと1，2年後に取り組む予定で、その後は受け
入れを検討するとのこと。

　 国民健康保険料について
議　員　 一般財源からの繰入（補てん）が続くが、
いつまで可能なのか。
担当課　国から6年間で赤字をゼロにするよう
指導が来ている。令和6年までの間に保険税を
上げなければならない。

　 ウォーキングマイレージについて
議 員　事業による効果についてデータを取って
いるのか。
担当課　利用頻度のデータはあるが、医療費が
安くなった等の効果が目に見えて出るか難しい。
議　員　アンケートを取る必要があるのでは。
担当課　できるかぎり検討する。

トーキ
コーディネーター

事業

トーキ
コーディネーター

事業
5311万円

弓道場
再建事業
弓道場

再建事業

4724万円

水源の森交流館(仮称)

整備事業
水源の森交流館(仮称)

整備事業

3億6540万円

ウォーキング
マイレージ事業
ウォーキング
マイレージ事業

549万円

小石原焼のデザイン開発や
販売ルートの開拓などを行う

地域商社を設立。

小石原焼のデザイン開発や
販売ルートの開拓などを行う

地域商社を設立。

小石原川ダム建設に伴う水源地域振興事業と
して、旧小石原小学校跡地の利活用を図る
ため、研修施設や宿泊・レストランなど、
交流拠点施設としての改修・整備

を行うもの。

小石原川ダム建設に伴う水源地域振興事業と
して、旧小石原小学校跡地の利活用を図る
ため、研修施設や宿泊・レストランなど、
交流拠点施設としての改修・整備

を行うもの。

無料で貸し出す歩数計を利用し、歩数に
応じてたまるポイントを物品などに交
換することで、楽しみながら住民の
皆さんの健康づくりを応援す

るための事業。

無料で貸し出す歩数計を利用し、歩数に
応じてたまるポイントを物品などに交
換することで、楽しみながら住民の
皆さんの健康づくりを応援す

るための事業。

平成２９年九州北部豪雨災害で
被災した、宝珠山弓道場の

再建を行うもの。

平成２９年九州北部豪雨災害で
被災した、宝珠山弓道場の

再建を行うもの。



3月定例会トピックス  ここに注目！
　令和2年3月定例会を3月6日から13日の会期にて開催しました。条例議案7件、新村建設計

画の変更1件、補正予算議案3件、当初予算議案4件を慎重審議し、原案どおり可決しました。

また、新型コロナウイルス対策の緊急質問と7人の議員が一般質問を行いました。

第1回定例会(3月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

○　○　－　○　○　○　○　○　○東峰村新村建設計画の変更について可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

○　○　－　○　○　○　○　○　○東峰村小石原焼伝統産業会館条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （利用料金の変更等）

可
決

令和元年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第5号）について（Ｐ8へ） ○　○　－　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　－　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第4号）について

可
決

補
正
予
算

当
初
予
算

発 

議

そ
の
他

計 

画

条 
 
 
 
 
 
 

例

○　○　－　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第3号）について可
決

令和2年度東峰村一般会計歳入歳出予算について（P2～5へ）可
決

令和2年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について（P2～5へ）可
決

令和2年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について（P2～5へ）可
決

令和2年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について（P2～5へ）可
決

東峰村議会議長の不信任決議案について 　　○　－　○　○　●　●　●　●否
決

専決処分の承認を求めることについて
（林道大日福井線（３～９）・第1屋椎線災害復旧工事の変更契約） ○　○　－　○　○　○　○　○　○承

認

東峰村附属機関に関する条例の制定について ○　○　－　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　－　○　○　○　○　○　○東峰村古民家宿泊施設（ゲストハウス）の設置及び管理運営に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  条例の制定について

可
決

○　○　－　○　○　○　○　○　○東峰村棚田保全基金条例の制定について（企業版ふるさと納税）可
決

東峰村棚田レストラン・農産加工施設の設置及び管理運営に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例の制定について ○　○　－　○　○　○　○　○　○可

決

東峰村監査委員条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　－　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　－　○　○　○　○　○　○東峰村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について（会計年度任用職員制度開始に伴う）

可
決

○　●　－　●　●　○　○　○　○

（ 一 括 採 決 ）

議
長

第2回臨時会(3月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

○　○　○　○　○　○　○　○　○専決処分の承認を求めることについて（松ケ平川河川災害復旧工事）承
認

賛成：○　反対：●　欠：－

○　○　●　●　●　○　○　○　○工事請負変更契約の締結について（農家レストラン・農産加工施設新築工事）可
決

専決処分の承認を求めることについて（宝珠山川河川災害復旧工事） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承
認

契　

約

そ
の
他

計　
画

第２次東峰村総合計画「後期基本計画」の策定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　●　○　○　○東峰村交流促進施設鼓の里  鼓の里公園「ポーン太の森キャンプ場」の
                                                                          指定管理者の指定について

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○第２期東峰村まち・ひと・しごと総合戦略の策定について可
決

東峰村特別養護老人ホーム「宝珠の郷」の指定管理者の指定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

工事請負変更契約の締結について（農地・農業用施設災害復旧工事） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　●　●　●　○　○　○　○工事請負変更契約の締結について（古民家ゲストハウス建築工事）可
決

緊
急
質
問
!!

村
で
は
ど
う
対
応
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

相
談
窓
口
の
体
制
、

　
　

   　
今
後
の
対
策
は
？

村
長　
２
月
21
日
に「
東
峰
村
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
」設
置
し
、
感
染
予
防
・
拡

大
防
止
の
注
意
喚
起
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
東
峰
テ
レ
ビ
・
防
災
無
線

等
で
行
っ
て
い
る
。村
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
は
、中
止
や
延
期
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
し
て
い
る
。

相
談
窓
口
は
役
場
や
保
健
所
等
に

設
置
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

体
制
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

突
然
の
学
校
の
休
校
に

　
　
問
題
は
な
か
っ
た
か
？ 

教
育
長　
色
々
な
方
法
で
関
係
者

へ
連
絡
を
し
た
の
で
問
題
は
な
か

っ
た
と
思
う
。卒
業
式
等
の
行
事

は
縮
小
し
、情
勢
を
見
な
が
ら
そ

の
都
度
確
認
す
る
。３
月
９
日
か

ら
東
峰
学
園
に
て
１
・
２
年
生
を

対
象
に
朝
８
時
か
ら
16
時
ま
で
預

か
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。長

期
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、Ｐ

Ｔ
Ａ
と
学
校
が
ま
ず
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
、必
要
に
応
じ
て
教
育

委
員
会
も
一
緒
に
検
討
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の

　
　

   

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
強
化

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
へ

　

国
の「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
」
に
よ
り
、１
人
１
台

端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）と
、高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

体
的
な
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。東

峰
村
で
は
令
和
元
年
度
補
正
予
算

で
１
６
４
６
万
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、調
べ
学
習
・

表
現
・
制
作
・
遠
隔
教
育
・
情
報
モ

ラ
ル
教
育
が
充
実
し
ま
す
。

※GIGA・・・
Global and lnnovation 
Gateway for All の略
誰一人取り残すことなく
子どもたち一人ひとりに
個別最適化され創造性
を育む教育ICT環境の
実現に向けた施策。

予算審査特別委員会議決結果一覧表

議 案 一 覧
区　

分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

賛成：○　反対：●　欠：－

当
初
予
算

令和2年度東峰村一般会計歳入歳出予算について（Ｐ２～５へ） ○　●　－　●　●　○　○　○　○可
決

○　○　－　○　○　○　○　○　○令和２年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～５へ）可
決

令和2年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～５へ） ○　○　－　○　○　○　○　○　○可
決

令和2年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について（Ｐ２～５へ） ○　○　－　○　○　○　○　○　○可
決

※

緊
急
質
問
と
は
・・・一
般
質
問
と
異
な
り
、
災
害
や
不
時
の
大
事

故
等
な
ど
で
、
緊
急
に
質
問
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
、議
会
の
同
意
を
得
て
行
わ
れ
る
質
問
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。



一 般 質 問

質問順 質疑事項議員名 

伊藤　均
臨時職員雇用状況について　　　　　　　　 ・・・P11
老人福祉について
福岡県消防相互応援協定について

3

村内における行政区割りの在り方について　  ・・・P101 黒川　隆康

2

大型車による道路等の損傷について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
災害復旧について
東峰TVについて　　　　　　　　　　　　　・・・P10
集落支援員について　　　　　　　　　　 　 ・・・P10
日田彦山線問題について

梶原　伯夫

梶原　光春 日田彦山線の復旧問題について　　　　　　 ・・・P126

東京オリンピック選手村ビレッジプラザの件について・・・P125 長澤　貞義

宝珠山ふるさと村の経営について　　　　　  ・・・P11
ふるさと納税について　　　　　　　　　　  ・・・P11
東峰村住宅マスタープランについて　　　　  ・・・P11

4 高橋　弘展

髙倉　寛視 ＪＲ日田彦山線について　　　　　　　　　  ・・・P13
ゲストハウス事業について7

一般質問とは・・・

　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体とし

ての考えを求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答

弁を合わせて1人60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前

に質問の概要を提出し、議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。

＜凡例＞

●：工事中

●：完成

つづみの里

東峰村役場

小石原庁舎

令和2年3月25日時点 県工事分

喜楽来館

岩屋橋

消防署

岸竹橋

筑前岩屋駅

阿弥陀堂橋

棚田親水公園

紙屋上谷川 砂防工事

(株)安達組

宝珠山川 砂防工事

せせらぎ鼓

塔の元交差点

鶴公民館

JR宝珠山駅

東峰村役場

宝珠山庁舎

本迫川 砂防工事

(株)才田組

千代丸川 砂防工事

(株)才田組

ほうしゅ楽舎

山ノ神谷川 砂防工事

(株)近藤建設

紙屋谷川 砂防工事

(株)稲富組

大行司地区

急傾斜地対策工事

紙屋地区

急傾斜地対策工事

本迫川砂防工事状況

千代丸川砂防工事状況

工事はどこまで進んだか？
復旧への道のり（災害関連緊急砂防）

県が行う砂防工事は、
掲載の通りです



行
政
区
割
り
の
再
検
討
は

村
長   

実
現
に
向
け
て
１
年
間
議
論
し
た
い

議
員　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
各
地

区
に
お
い
て
役
員
問
題
等
様
々
な
課

題
が
あ
る
。
解
決
の
糸
口
と
し
て
行

政
区
の
区
割
り
を
再
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

認
識
か
伺
う
。

村
長　

現
在
、
区
長
会
に
お
い
て
視

察
研
修
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
協
議
中
。

村
と
し
て
も
区
割
り
案
に
つ
い
て
提

示
を
行
っ
た
。
来
年
１
年
間
、
区
長

会
で
議
論
を
行
い
、
実
現
に
向
け
て

の
合
意
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

区
長
会
の
み
の
協
議
で
行
っ

て
い
く
の
か
。
あ
る
い
は
検
討
委
員

会
等
を
立
ち
上
げ
る
の
か
。

村
長　

委
員
会
が
必
要
で
あ
れ
ば
検

討
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
移
行
が
出
来
る
体
制
を
取

っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り

多
く
の
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
考
え
は
。

村
長　
区
長
会
並
び
に
委
員
会
等
で
、

あ
る
程
度
の
方
向
性
が
見
え
る
よ
う
な

段
階
で
、行
政
懇
談
会
等
を
開
催
し
、

説
明
し
て
い
き
た
い
。

区長会と議会の懇談会

住
民
へ
は
丁
寧
な
説
明
を　

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

東
峰
テ
レ
ビ
の
番
組
の
作
り
方
は

企
画
政
策
課
長  

審
議
会
で
編
成
・
内
容
は
協
議
す
る

議
員　
番
組
制
作
費
は
い
く
ら
か
。

企
画
政
策
課
長　

（
株
）
プ
リ
ズ
ム

に
委
託
契
約
し
て
お
り
、
５
７
６
万

７
，
２
０
０
円
＋
消
費
税
。

議
員　

村
営
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
の

に
、
委
託
会
社
の
人
が
東
峰
テ
レ
ビ

を
代
表
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

は
な
ぜ
か
。

村
長　

そ
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
今
後
検
討
し
て
是
正
す
べ
き

は
是
正
す
る
。

集
落
支
援
員
等
に
つ
い
て

議
員　

集
落
支
援
員
、
民
生
委
員
、

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
。

村
長　

集
落
支
援
員
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し
い
地
域

を
支
援
す
る
活
動
を
行
う
た
め
に
導

入
。

保
健
福
祉
課
長　

民
生
委
員
は
、
厚

生
労
働
省
よ
り
委
託
さ
れ
各
地
域
の

全
世
代
に
渡
っ
て
支
援
、
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
介

護
保
険
法
上
の
制
度
で
、
自
宅
暮
ら

し
の
要
介
護
者
の
日
常
生
活
支
援
を

行
う
、
有
資
格
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
。

議
員　

集
落
支
援
員
の
訪
問
時
の
配

慮
は
。

保
健
福
祉
課
長　

戸
別
訪
問
は
基
本

的
に
、
１
件
あ
た
り
30
分
か
ら
１
時

間
程
度
。
毎
月
、
集
落
支
援
員
・
民

生
委
員
・
社
協
等
と
情
報
交
換
し
て

い
る
。

東峰テレビ局

面
白
い
番
組
が
見
た
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

令
和
２
年
度
の
職
員
数
は

総
務
課
長  

総
職
員
数
は
１
１
８
名
を
予
定

議
員　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
の
一

般
職
員
数
と
会
計
年
度
職
員
数
は
。

総
務
課
長　

一
般
職
員
が
54
名
・
任

期
付
職
員
が
７
名
・
再
任
用
職
員
が

２
名
合
計
で
63
名
、
会
計
年
度
職
員

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援

員
を
含
む
）
が
55
名
の
見
込
み
。

議
員　

新
規
職
員
は
広
報
誌
に
て
紹

介
し
て
い
る
が
、
職
員
の
紹
介
や
担

当
状
況
を
記
載
し
た
広
報
誌
を
配
布

し
、
顔
の
見
え
る
形
に
出
来
な
い
か
。

村
長　

再
度
検
討
し
て
、
村
民
に
分

か
る
よ
う
写
真
と
担
当
部
署
が
わ
か

る
よ
う
お
知
ら
せ
す
る
。

議
員　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
１

名
は
、
新
規
募
集
か
。

保
健
福
祉
課
長　

新
た
な
母
子
健
康

法
で
の
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
設
置
に
よ
る
募
集
。

議
員　
高
齢
者
福
祉
事
業
で
の
、
集

落
支
援
員
・
民
生
委
員
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
等
の
役
割
整
理
は
で
き

な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
基
本
的
に
は
制
度
が

違
う
が
、重
複
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。

毎
月
の
情
報
交
換
に
て
整
理
し
業
務
に

当
た
り
た
い
。

※

令
和
２
年
４
月
か
ら
、法
律
が
改
正
さ
れ
嘱

託
職
員
・
臨
時
職
員
等
を「
会
計
年
度
任
用
職

員
」と
い
う
。

以前の広報誌で掲載した職員紹介

ふるさと納税サイト
「さとふる」

効
率
的
な
行
政
運
営
を　

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

○

波
阿
　
治
正

○

城　
也
辰

水道全般 農林全般

※

宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
の
経
営
状
況
は

村
長  

社
長
就
任
後
累
積
赤
字
は
４
７
０
０
万
円

議
員　
宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
の
経
営

状
況
を
伺
う
。

村
長　

社
長
に
就
任
以
降
の
累
積
赤

字
は
約
４
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

議
員　
延
田
住
宅
の
件
は
解
決
し
た

の
か
。

村
長　

現
在
係
争
中
で
あ
る
の
で
、

答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

議
員　
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
、楽
天
へ

の
出
品
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、出

品
者
へ
の
説
明
は
。

村
長 

在
庫
管
理
し
て
い
る「
さ
と
ふ

る
」に
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お

り
、今
後
協
議
を
行
う
。出
品
者
へ
お

詫
び
し
、今
後
は
周
知
を
図
る
。

議
員　

村
内
観
光
施
設
で
、
直
接
ふ

る
さ
と
納
税
し
、返
礼
品
を
持
ち
帰
る

仕
組
み
は
作
れ
な
い
か
。

村
長 

道
の
駅
等
で
寄
附
金
の
受
領

体
制
が
整
え
ば
可
能
。事
例
が
な
い
か

調
査
を
行
う
。

住
宅
施
策
に
つ
い
て

議
員　

村
内
に
住
め
る
家
が
な
く
、

村
外
に
出
る
事
例
も
あ
る
一
方
、近
年

災
害
分
も
合
わ
せ
34
戸
も
建
設
し
て
い

る
。
今
後
の
計
画
は
。

村
長 

現
在
、
災
害
復
旧
費
用
で
財

政
は
緊
迫
し
て
い
る
。一
段
落
す
れ
ば
、

若
い
人
た
ち
が
村
か
ら
流
出
し
な
い
政

策
の
一
つ
と
し
て
住
宅
の
建
設
を
行
い

た
い
。

来
て
も
ら
っ
て

　
　
　
納
税
す
る
仕
組
み
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

梶原 伯夫 議 員
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五
輪
選
手
村
で
利
用
後
の
木
材
活
用
は

村
長   

村
民
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
い

議
員　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ

ラ
ザ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
は
、

全
国
63
の
自
治
体
か
ら
出
展
さ
れ
て

い
る
。
福
岡
県
で
は
東
峰
村
だ
け
が

出
展
し
て
お
り
、
こ
れ
を
メ
デ
ィ
ア

等
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
近

づ
い
て
き
た
ら
、
県
庁
の
記
者
ク
ラ

ブ
や
マ
ス
コ
ミ
等
、
東
峰
テ
レ
ビ
を

含
め
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
展
さ
れ
た
木
材
は
、

大
会
期
間
中
の
選
手
た
ち
の
生
活
を

支
え
る
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

大
会
後
は
各
自
治
体
に
戻
っ
て
く
る

が
、
東
峰
村
に
帰
っ
て
き
た
木
材
の

活
用
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長　

村
民
の
方
々
か
ら
も
ア
イ
デ

ア
等
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
後
世
に

残
せ
る
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

東京オリンピック・パラリンピック選手村

み
ん
な
が
使
え
る
レ
ガ
シ
ー
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

Ｊ
Ｒ
復
旧
会
議
に
臨
む
気
概
は

村
長  

議
員
、
村
民
と
一
緒
に
戦
っ
て
い
く

議
員　

日
田
彦
山
線
の
鉄
道
で
の
復

旧
は
、
先
日
の
県
議
会
超
党
派
に
よ

る
「
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
」
の

視
察
に
て
考
え
が
変
わ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
東
峰
村
議
会
で
は
、
「
鉄
道

で
の
早
期
復
旧
を
求
め
る
決
議
」
が

二
度
に
渡
っ
て
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
復
旧
会
議
に

臨
む
、
気
概
、
気
力
を
尋
ね
る
。

村
長　
「
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
」

の
県
議
有
志
24
名
が
来
村
し
、
日
田

彦
山
線
の
現
状
を
確
認
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
日
田
彦
山
線
の
完
全
復
旧

を
求
め
る
会
」
の
皆
さ
ん
方
の
署
名

に
お
い
て
も
、
１
７
，９
０
６
名
分

集
ま
っ
た
と
い
う
大
き
な
事
実
が
あ

る
。
東
峰
村
住
民
の
総
意
と
し
て
、

鉄
道
で
の
復
旧
を
求
め
て
い
る
の
で
、

私
も
そ
の
考
え
に
沿
っ
た
行
動
を
、

今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
議
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
村
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
戦
っ
て

い
き
た
い
。

釈迦岳トンネル

一
日
も
早
く
鉄
路
を
！

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
利
便
性
向
上
の
交
渉
は

村
長  

法
的
に
路
線
バ
ス
で
は
な
い
の
で
困
難

議
員　
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
を
村
民
が
利

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
話
し
合

い
は
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、
岩
屋

駅
始
発
の
バ
ス
を
竹
地
区
を
始
発
に

す
る
こ
と
や
、
村
民
が
ど
こ
で
も
乗

り
降
り
で
き
る
よ
う
、
フ
リ
ー
バ
ス

化
が
で
き
な
い
か
。

村
長　
岩
屋
駅
始
発
は
大
型
バ
ス
な

の
で
、
竹
地
区
ま
で
は
上
が
れ
な
い
。

西
鉄
の
路
線
バ
ス
と
違
っ
て
、
代
行

バ
ス
は
法
的
に
難
し
い
。

議
員　

鉄
道
を
復
旧
し
て
も
、
岩
屋

駅
や
大
行
司
駅
に
行
く
の
に
、
栗
松

・
板
屋
地
区
住
民
は
駅
ま
で
相
当
な

距
離
を
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
鉄

道
復
旧
が
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
村
長
は
村
民
の
利
便
性
を

考
え
、
交
渉
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
考
え
は
。

村
長　
栗
松
地
区
な
ど
に
つ
い
て
も
、

タ
ク
シ
ー
補
助
券
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
負
担
金
を
出
し
て
ま
で
、
鉄

道
を
通
す
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

村
長　
定
時
性
、安
全
性
、大
量
輸
送

で
は
な
い
か
と
思
う
。

議
員　
多
額
の
負
担
金
を
出
す
こ
と

に
、村
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
の
か
。

村
長　
負
担
を
し
て
で
も
、復
旧
し
て

く
れ
と
の
意
見
も
あ
る
。

村
民
が
利
用
し
や
す
い

　
　
　
　
　
バ
ス
の
運
行
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

こだわりの
ざるそば▼

店主の ▼

栁瀬良行さん

ギ
カ
イ
飯め  

し

〜
飲
食
店
か
ら

　
見
え
て
く
る
ム
ラ
④
〜

蕎
麦
10
・
つ
な
ぎ
１
の
割
合
の
外
一

（
と
い
ち
）蕎
麦
を
出
し
て
い
ま
す
。

９
月
か
ら
北
海
道
産
の
蕎
麦
を
使
い
、

そ
の
次
に
茨
城
産
、
熊
本
産
、そ
し

て
11
月
か
ら
鹿
児
島
の
霧
島
高
原

産
と
、美
味
し
い
蕎
麦
を
提
供
す
る

た
め
に
全
国
の
新
蕎
麦
の
出
荷
時
期

に
合
わ
せ
て
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
災
害
時
に
は
、畳
と

建
具
が
水
に
浸
か
り
全
部
取
り
換
え

る
ほ
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。被

害
を
受
け
た
の
は
自
分
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
、
村
内
２
ヶ
所
の
避
難
所

に
２
日
間
炊
き
出
し
に
行
き
、う
ど

ん
を
３
０
０
食
ぐ
ら
い
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。」

　
今
後
も
体
力
が
続
く
か
ぎ
り
料
理

を
出
し
た
い
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
町（
小
石
原
中
央
区
）に
あ
る

『
京
や
』に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
京
や
は
、
以
前
、
旅
館
と
会
席

料
理
の
店
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
し

た
が
、近
年
は
地
域
の
方
の
夜
の
宴

会
や
花
見
客
等
が
減
少
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
地
で
営
業
を
続
け
て
い

く
た
め
、平
成
13
年
か
ら
そ
ば
料
理

の
調
査
を
始
め
、あ
ち
こ
ち
の
そ
ば

料
理
を
食
べ
回
り
蕎
麦
打
ち
の
練

習
も
重
ね
て
、平
成
16
年
に
そ
ば
料

理
の
店
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
「
そ
ば
」に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、



調査隊調査隊
ウワサの

調査隊 議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる“ギモン”を調査するコーナーです　
議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる“ギモン”を調査するコーナーです　

東峰村での対応
3月2日～
3月9日～24日
3月25日～4月3日
4月6日～

東峰学園休校、子ども館閉館
東峰学園での預かり (1、2年生対象)
子ども館での預かり (1、2年生対象)
子ども館の預かり (1、2、3年生対象)

新型コロナウイルス問題

　今年に入り全世界で猛威をふるう新型コロ
ナウイルスにより、東峰村でも東峰学園の休
校等、子どもと家族にも影響が広がっていま
す。そこで、村内の子育て支援サークル「そ

いびーんず」の皆さんのご協力のもと、アン
ケートをとらせていただきました。休校後の
子どもたちの過ごし方と家族の対応等につい
てお聞きしました。

子どもたちと家族はどう影響した？

１．休校後、子どもたちは誰とどこで過ごしましたか？
　　どこで？…自宅、学校預かり、同級生宅預かり
　　だれと？…家族（母親、1人で留守番、両親、祖父、祖父母、学校の友だち、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰省中の姉、実家のいとこ）

３．【東峰学園の預かりを利用された方へ】利用についての感想は？
・１日のスケジュールが決まっていたが、普段の授業とは違い、プリントと
向き合い続けて40分はかなり疲れた様子だった。体を動かせて遊べたのは
よかった。
・大変助かった。宿題もやって帰って来ていていたし、身体を動かす時間も
あり、子どもも楽しく過ごせていた。 ６．今後、コロナの影響が長引くことで不安なことは？

・勉強の進度・遅れ、学習時間の不足、学力の低下
　入学したばかりで休校になると勉強が遅れそう。
　自分だけでできるのは人にもよるが限度がある。
　学校だとやらないといけない環境だから。やるしかないので。
・積極性や意欲の低下
　毎日だらだらしているので積極性が薄れないか気がかり。
・学校とのつながりが薄れないか
　学校に行かなくてもいいという感覚にならないか。

４．休校後、保護者の仕事への影響は？
・自営業なので、毎日日曜日のような感じで、子どもを見守りながらの仕
事。また、小学生には家業の手伝いもさせた。
・休校、外出規制期間が延長する可能性や、子どもが体調不良になった時
等を考えて、休校のための休暇はとらなかった。学園への送迎の時には
上司の許可をもらい対応した。
・祖父母の予定がある日は、父母のどちらかが休みをとった。
・子どもたちの様子を見ながらの仕事は普段の半分もできていなかった。
合間を見て仕事をし、家事をして、食事を作り、できなかった仕事は夜
に回した。

５．今回の休校措置で一番困ったことは？
・行動が制限されたこと
　友だちと会えない、遊べない、家にこもる、テレビゲームが多くなる。
　体力低下、運動の機会が減る。子どもたちのエネルギー消費ができない。
・学習について
　勉強できなくなる。学習の習慣がなくなる。勉強習慣が途切れた。
　学園、先生達の認識や対応に個人差があるのがとても困惑した。
・給食がない
　昼食の準備。毎日お弁当を作れなかったため、そんな時は簡単なものに
なり長期間になると栄養面も気になってきていた。
・生活リズムが崩れること
　子どもの気持ちをどのように受け止めるか。
　勉強をさせたり教えたり（1日に限度があり）が難しく困った。
　子ども自身動けないことへのストレス、親も不安な気持ちとストレスか
ら長期にわたると疲れがたまってきた。
・子どもたちの居場所
　共働きされている方に対して知り合いに頼んでくださいはつらい。核家
族の方もいるのでその時はどちらかが休まないといないこともあり、そ
の場合の心のケアも考えてほしかった。
・経済的援助
　子どもに持病があるので仕事を辞めて、感染しないような生活を強いら
れているが、国から経済的な援助が一切ないこと。

・体力の低下
　どこまで自粛かわからない制限に親も子も運動不足とストレスがたまっ
てくる。
・ストレスがたまる
　いつも活動していることができないこと。
　精神的なフォローが出来ないかもしれない。
・栄養の偏り
　給食などのおかげで、1日の栄養バランスがとれていたので。
・感染予防
　とにかく命が大事！感染防止が不安です。
　村だから田舎だから安全だろうと訪れてくる観光客。村も安全ではない
かと感じてしまう。経済的な面でもこう長く続くと収入も減り、先の見通
しが立たなくなってくる。

７．コロナ影響下（休校等）で、こんな対応・対策ができないか？

・親への対応
　コロナに関してはいつ感染するかわからないので、各家庭で子どもをみ
る必要がある。そのために親の仕事が欠勤になる場合は保証が必要と思
う。
・タブレット学習や東峰テレビの活用
　自粛中の過ごし方の提案、危機管理の取り組み方の発信。学校行事のオ
ンライン中継。
　長期になるのであれば各自宅でのタブレット学習や東峰テレビの活用が
できないか。
　これを機に、様々な事情で登校できない児童、生徒のためにオンライン
などで授業をフォローできる体制を整えてほしい。学園からのお便りは
メール、PDF等で対応できるようにすれば先生たちの負担も紙やインク
代も削減できる。
・登校日の設定
　週１回でも学校に行かせたい（各学年別日にするなどして）。
　時々出校日がほしいところだけど、感染リスクもある。
　子どもたちが都会に比べて少ないのだからこそ、首都圏と同じ対応では
なく学年ごとに登校日等の対応ができたかと思う。
・子どもの過ごす場所　
　外遊びできる環境。勉強や運動教室があってほしい。
・守秘義務について
　村に感染者が出てくることでうわさが回ったりして、その方が不安な気
持ちになってほしくないので、守秘義務をきちんと徹底してほしい。

育休中の保護者の方や出産前の方からも意見をいただきました。
・「3月は家庭で保育できる方はお願いします」言われ、下の子は保育
所へ行きたがったり、家にいることで精神的に不安定さが見られた。
・何でも気軽に相談できるところがあったら嬉しい、（人と接触しな
くてもできる）電話やLINEなどで。
・出産のため、出勤残り2日前にコロナの関係で自宅待機となり、そ
のまま退職となった。

緊急
アンケート

「そいびーんず」の皆さん29名中、15名の回答
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    （４月１日～３日実施）
そいびーんず：日々の暮らしをより楽しむ為の講座や親同
士の意見交換、子ども同士の交流等の活動を行っています。

２．子どもたちは日中どのように過ごしましたか？

テレビ、ゲーム、読書
自由に過ごすように伝えていた
散歩、公園、テレビ、ゲームなど
ゲーム、敷地内で遊ぶ、夕方散歩
工作やイラスト、クラフト作成、ゲーム、
動画を見て過ごす。天気の良い時だけ、ひ
と気のない場所で散歩
運動等
それぞれの趣味（ピアノ、裁縫、絵を描く、
粘土作品作りなど、外で兄弟で遊ぶ、TV）
天気のいい日のみ村内うろうろ、ダラダラ、
タブレット
午前と同様に

勉強、運動、読書
学習
宿題、ゲーム
宿題、敷地内で遊ぶ、テレビ
オンラインの教材やアプリを使って勉強

勉強
勉強、読書、TV、家の手伝い

宿題、ダラダラ、タブレット、読書

勉強、読書、人形遊びや絵描き、外遊び
（庭＆田んぼで縄跳び、砂遊び、虫取り）

午　　　前 午　　　後

夏休みと同様の１日のスケジュールを作り、宿題・外遊び・ゲームなどの時間を決めてそ
れに沿って過ごすようにアドバイスした
勉強は宿題をやるのみ、あとは室内で漫画、読書、TV

東峰村議会でも情報を共有し、関係機関と連携してまいります。



　
２
月
末
か
ら
３
月
末
に
か
け
て
行

わ
れ
た
福
岡
県
議
会
２
月
定
例
会
に
、

合
計
５
回
、
議
員
有
志
に
て
傍
聴
に

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、日
田
彦
山
線
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら

で
す
。本
会
議
で
の
代
表
質
問
に
引

き
続
き
、予
算
特
別
委
員
会
に
て
自

民
党
県
議
団
・
民
主
県
政
県
議
団
・

公
明
党
・
緑
友
会
・
日
本
共
産
党
の

各
会
派
の
方
々
か
ら
、
知
事
の
こ
れ

ま
で
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
自
民
党
県
議
団
か
ら
は「
Ｊ
Ｒ
と

は
異
な
る
４
案
の
提
示
」
、
民
主
県

政
県
議
団
か
ら
は「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
事
実

上
バ
ス
転
換
で
、
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
」、緑
友
会
か
ら
は「
鉄
道
で
の

復
旧
の
た
め
の
会
議
だ
っ
た
が
、
目

的
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
は
」
等
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

知
事
や
担
当
部
署
は
な
か
な
か
は
っ

き
り
と
し
た
答
弁
が
で
き
ず
に
、何

度
も
審
議
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
知
事
は
復
旧
方
策
に
つ
い

て
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、「
令

和
２
年
度
当
初
予
算
案
で
示
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
」と
釈
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
日
に
は
、日
田
彦
山
線
沿
線

復
興
へ
新
基
金
の
設
置
す
る
旨
の
決

議
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、
未
だ
結
論
は
出
て
お

ら
ず
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
戦
い

続
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
記
憶
の
彼
方
に
百
年
前

の
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
世
界
中
の

人
類
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
た

事
を
、
知
っ
て
い
る
人
は
ど
の
位

い
る
だ
ろ
う
か
？

　

歴
史
の
中
で
、
医
療
の
進
歩
に

よ
っ
て
、
人
間
の
寿
命
は
大
き
く

伸
び
た
が
、
過
去
の
経
験
や
記
憶

は
時
間
の
経
過
と
共
に
、
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
う
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
だ
ま
だ
人
間
の
想
像
を
超
え

た
、
ウ
イ
ル
ス
や
災
害
は
思
い
も

か
け
な
い
時
に
降
り
か
か
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

一
日
も
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い

と
願
う
毎
日
で
あ
る
。

（
梶
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光
春
）

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　

 
 

高
橋　

弘
展

副
委
員
長　

 
 

長
澤　

貞
義

　

委　

員　

 
 

髙
倉　

寛
視

　
　
　
　

 

　

 

梶
原　

光
春

　
　
　

 

　
　

 

梶
原　

伯
夫

発
行
責
任
者

　

議　

長　

 
 

佐
々
木 

紀
嘉

5
9
号

令
和
2
年
4
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

編
集
後
記

16

県議会傍聴
鉄道での完全復旧を応援！！

県議会傍聴
鉄道での完全復旧を応援！！

4月5日 自民党県議団による提案内容説明会
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